
〃
楓
何
、
屋
宍
的
聿
件
乏
う
た
う
〉
二
』
、
一
”
と
ん
と
つ
ね
に
，
そ
の
事
垂
指
す
雲
を
詩
中
に
童
い
て
い
ろ
。
鑿

も

』

ｂ

解
と
下
村
夛
作
も
-
簔
至
舅
出
し
、
童
ら
両
手
に
指
す
と
二
弓
至
た
ど
打
ぼ
←
果
壽
何
向
ラ
グ
ら
現
椚
石
ほ
一
小
で

垂
歌
『
た
の
だ
。
「
い
ま
だ
薑
一
く
穎
芝
潟
て
然
る
磯
に
雪
と
つ
く
ら
ず
」
と
李
閣
濾
び
い
っ
た
⑦
何
そ
の
こ
と
量

竜
啄
し
た
と
し
解
」
つ
る
。
雪
ば
け
ん
に
既
成
の
禁
膏
憲
一
僻
、
作
詩
Ｌ
丁
い
ぢ
か
．
山
が
あ
る
か
名
登
る
と
い
-
つ
ふ

弓
灰
“
一
’
、
ぱ
薪
く
、
豐
負
〃
ざ
る
歪
え
め
富
動
の
向
う
ど
こ
ｚ
に
童
罵
に
莞
七
ゲ
列
山
が
混
る
か
弓
ぞ
二
に
趣
く
矢
う

李雪が、奉礼部としＴ、勤務していたとぎ、昊篭の都一ど見聞ｌ）た事件であぢ。晉脈はたしか一に面

白い．だが、沙沫や認になうた鱒〃室ハ出露と「北屯寒」の氷上濤珂どｎいう二、っに鑑びっか樋→

眺氏侭、蛋鯲詩罎杜薦の拝と同様．一詩宍ゞ
を貝ようと零刀Ｌ屋宅美的霞界に雲走鯛じこ

ｄ

ｃ

・

●

。

、

。

■

●

・

や

。

胡
よ
う
と
す
る
人
の
茨
い
な
か
で
何
．
疏
治
肪
評
達
奈
わ
だ
穴
廿
工
つ
と
寸
喜
そ
の
菫
図
は
壼
重
で
あ
る
。
ひ
打

の
直
観
は
時
に
ぱ
す
ご
ぷ
ろ
宍
鏡
だ
が
・
そ
打
溌
亀
き
き
の
櫓
理
が
お
壷
な
り
で
、
床
星
政
談
辰
お
弓
い
る
ご
と

ら
一
の
ろ
・
許
下
に
先
人
が
遁
摘
し
、
近
ご
ろ
で
は
窯
壽
漁
「
桃
文
要
昌
否
詩
逹
糾
謬
」
（
『
瑛
玩
菫
ゞ
認
→
壽
一
尋
八
調
６

’
一
九
六
九
年
）
の
よ
う
な
琴
論
も
あ
る
ほ
ど
だ
．
６７

〆李費はだじかに溢一更-・害テび・ぞ⑦曄一-に｛詩共．的要素がある”ＬかｖＬ篝は杜南の琴一流〒、ぼない

ゥ《。ｐ『》ｐ

-手し丁郭聞記者のように蛍一群と聞け《ぼ駆けつけて記事と-」たわげ下、ぼない。壷史も富然遥〕、「／辰う旧

たけ制と㈹史家や自然科学切ように具了又字にしたのでほなく・侭清の鍼部矛竺衝撃す暮しのの息Ｉ

今灰“一ｒ、ぱ薪く・塞三

に
憲
乏
選
ん
だ
価
だ
。

策
垂
と
〃
あ
げ
た
が
．
抑
秦
軍
ぼ
「
蕊
潅
日
久
し
く
融
蕾
疾
に
隷
農
す
一
重
乏
壷
蕊
わ
ず
』
宣
官
の
友
対
池
出

Ｆ
-
Ｌ
Ｌ
Ｆ
層
、
フ
ｊ
ト
〆
卓
，
ｆ
」
７
，
一
一
齢
画
淫
・
・
・
・
．

了
沙
汰
や
み
と
な
っ
た

、
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あ

る

．

〃

『
北
中
案
』
に
も
、
〉
て
の
鍵
が
あ
る
・
の
で
ロ

Ｉ

｜
ウ

中
国
人
が
詩
文
蚕
作
る
と
ま
経
験
垂
菫
ん
ず
喜
二
と
何
よ
く
知
う
打
了
い
ろ
。
経
験
垂
大
別
す
る
と
二
と
な
以

一
灯
実
涛
鬮
体
験
で
あ
〃
、
二
は
古
典
的
教
養
だ
。
李
買
も
中
国
人
と
Ｌ
て
の
こ
の
傾
向
麦
薫
重
に
も
つ
-
二
十

七
歳
〒
、
死
ん
夜
か
柄
の
実
際
的
体
験
は
小
宍
い
が
一
戸
を
つ
つ
む
古
典
的
教
養
は
薑
か
で
多
彩
で
，
耀
墹
穴
→
つ

金
平
糟
⑦
核
の
ケ
ン
粒
と
糟
衣
と
に
似
た
と
ご
弓
が
あ
る
。
蕪
解
な
そ
の
詩
を
と
く
鍵
込
、
体
験
と
教
義
⑦
両
面

１
９
命

に
求
妨
-
勺
椚
な
け
楓
ば
な
ろ
ま
↓

「
北
中
案
」
ぼ
北
地
芝
う
た
う
作
で
あ
ろ
．
李
蘆
の
琶
読
し
た
と
察
せ
今
舸
ろ
『
文
送
』
の
壱
九
に
班
彪
「
札

征
鰄
」
ぴ
あ
ろ
。

炉伺世の顔霧するに蓋い-頃塞の泥災に罹曼一旧室一に滅びて堅八丘嘘とな〃、蕾ＴＬばら

くも菌ろ垂得ず。錘に挾差奮って以て北に征宍実温とＬ了跡垂範ちて遠く遊頑．朝に朝乏長

都
に
発
し
・
夕
べ
に
瓠
谷
の
玄
宮
に
宿
す
。
，
…
・
・
を
ゞ
潔
鞠
一
・

凸
電
今
ゲ
グ

今
冬
早
今
０
。
■
■
、
申

班風画、新（九’一三）末の乱に謙を避けで天ボ甑の開濤のもと一Ｌ舅達よせ辰誘礼遇一夙誘

■

去って河西の書融につぎ感に光武帝（祷罵）ぱ帰服詐衷よう勧めた人。

●

●

、冬-．．←幸〕廷・溜舟一畷、》》》一悶寵司口一》一口《

文
中
の
「
靭
至
莞
す
」
と
い
う
語
ぼ
、
出
発
垂

０

仁
余
は
驍
園
に
圭
ざ
」
仮
弛
と
づ
く
。
李
翼
が
元

■
舎

卓

■

-

９

四４
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１
１
１
１
１
１
０
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１
１
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１
１
１
-
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１
０
１
１
Ⅲ
１
１
Ⅲ
Ⅲ
ｌ
ｌ
ｌ
卜
Ｍ
Ｌ
１
Ｍ
伽
Ⅲ
Ⅱ
川
仙
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
川
Ⅱ
Ⅱ
叩
Ⅲ
帥
い
い
Ｍ
Ｏ
Ｌ
〆
０
凸
与
り
凡
６
Ｆ
-
Ｉ
ｈ
い
Ⅱ
階
別
如
Ⅱ
肌↓
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ｌＩ
１
１
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声

妾
「
春
縢
昌
萱
’
百
一
食
に
一

牙緬

奈
国
侭
淵
澪
・
夜
亨
家
に
腸
ろ
こ
と
少
な
り
。
朝
を
奏
す
束
門
の
外
、
天
地
答
浩
浩
。

と
う
た
う
．
楚
爵
芝
好
む
人
の
詩
に
「
謡
謡
・
」
の
諾
が
見
え
て
ふ
し
寺
て
ぼ
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
同
時
の
作
「
出

城
別
張
叉
薪
酬
李
湊
」
烏
宅
に
・

か

憩
壹
賦
今
薄
く
・
馬
卿
家
業
舎
葺
り
・
…
．
：
浅
浸
暗
に
舌
乏
溌
み
、
浮
血
承
て
論
ぜ
ず
。
。
…
，

な
ど
と
原
慨
す
る
鮒
び
る
愚
て
、
班
氏
に
近
い
調
味
差
こ
の
話
に
こ
め
た
こ
と
は
間
這
い
な
い
，

天
、
-
１
、
班
氏
の
「
北
征
願
」
ほ
戻
妥
乏
発
Ｌ
て
髪
定
（
・
甘
粛
苣
固
崇
県
）
に
至
っ
た
が
、
牽
舅
ほ
ど
う
だ
う
た

の
か
。
篝
の
集
か
ら
北
堆
に
か
か
わ
る
句
乏
引
く
と
次
の
ご
と
く
で
お
石
・

ろ
画
詠
懐
二
重
八
金
泥
大
山
濱
Ｖ
山
東
省
泰
山

一
つ
頭
言
坊
正
亭
割
子
歌
八
厘
是
荊
獅
一
片
脳
Ｖ
河
北
省
易
県

三
劃
權
門
太
守
行
山
一
西
省
代
県

八
半
春
紅
絹
臨
易
水
；
：
-
報
君
壽
今
一
言
上
竜
Ｖ
河
北
省
易
県

言
寧
浩
歌
八
雲
絲
繍
作
手
票
言
、
育
酒
壱
澆
裁
州
士
Ｖ
河
北
省
即
郭
・
肥
郷
屋

一○ｍ一
一○ｍゞ』ついの

巴
＄

演
題
十
三
首
冥
六
八
不
見
手
年
遥
遍
上
Ｖ
壷
琴
省

其
十
二
八
誰
為
蘆
卿
裁
這
板
Ｖ
河
北
省
郡
郭

馬
詩
算
五
八
蕪
山
月
似
鉤
Ｖ
蒙
芭
人
戻
兵
和
国
杭
受
山

冥
ハ
ハ
赤
禿
索
人
用
・
当
湧
呂
・
市
扇
Ｖ
山
西
省
太
景

０

Ｆ色

山 河
東 北
省 省
武 師
城 郭

肥
郷
鼻

』-１

や魁ｆ早●や一夕一匁マ〆４．凌母屯宇。￥、

Ｑ

Ｓ 6７８l i ¥ i
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８
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４
０
１
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ｌ
ｒ
ｄ
Ｉ
-
-
■
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ｆ
１
卜
Ｌ
ｌ

画ロ函印
画Ｃつ〕

巴
謂

し 』 （ _ 公 Ｊ 〈 今 ｊ 凶 里 し Ｊ 〈 - ﾊ 」 侭 Ｊ
届 震 昌 雷 出 云 云 ゴ 言

上 古 奉 答 澗 送 這 致
月 罫 粗 壷 州 秦 租 酒一 城 二 八 張 光 何 行
日 重 完 老 大 禄 謝 八
暁 子 八 i f 宅 北 調 壬
入 篭 笛 平 病 一 征 雀 父
太 捲 票 酒 八 八 八 噸 西
行 翻 客 八 八 言 奏 童 遊
山 朧 Ｖ 鬘 当 家 毫 斤 固
： 水 扇 記 念 就 玉 不
河 Ｖ 河 山 黛 蔬 陽 ５ ' l " | "

山 河 北 北 東 雑 国 台 鏡 泥 、 Ｖ
西 南 省 甘 省 省 馬 寒 V V V
省 省 臨 粛 ＊ V V 河 河 山
晋 洲 潭 省 〆 内 痩 甘 南 北 東
城 腸 県 朧 〉 阿 山 蒙 事 粛 省 官 営一 山 北 画 古 省 雀 鴎

省 省 自 王 潭… 長 道 門 旦
冶 区 闇
市

申
調
子
雷
雲
歌
八
申
絹
子
観
客
之
蒼
顕
也
Ｖ
北
他

酒
霊
八
鵜
零
Ｖ
八
喜
衣
戯
辞
急
鍼
秋
Ｖ
山
西
省
長
治
市

に
細
里
毒
叛
臺
甫
琵
八
蚕
定
美
人
藪
壽
・
綴
Ｖ
甘
粛
省
固
崇
鼻

ｉ
ｉ
ｌ

ｌ

ｌ 壺篭嘉黛蕊駕葛患貫蕊趨謬蕊

一
八
千
臨
謹
坂
上

４

１
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葦 寒 、 ① 方 憂鳥 一 山 こ の 至
脅と西 ’ す陀臺
萱⑦舅掌蕊 か 河 の 甘 に

雑霊を定款河ニ - f
凄さ善以仇
嘗 ぐ 椚 と 西 エ
；ろろかとＩノ
: と ・ ク 、 寶 北
： ＝ わ 海 ’ て
； 、 。 ろ 硯
ぞ 忽 モ ノ 新 た: ミ 然 の 彊 舂
： と で 口 も鳥 ･ L ， 西 の
ず て う 、 方 を
Ｉ 澪 r ̅ l の あ』 ひ ． が 髄 け ’
! i " . 実 、 た
２か、際で，が．
; 、 に あ 、
ｆ 一 て 零 つ 雪
! ゴ ＜ い 辰 イ - t '
ｆ ろ 友 君 の

:

路
ぷ
高
平
県
栗
払
路

心 曇 ． 、 辰 屋
八 」 - . . . . 口 - 一 一 ・三 ､ｇ翌震

塞 長 上 李
下平乏 ･瞭
曲 箭 同 下

一

八 八 頭
天 薊 歌 :
含 門
青 白 一 、 : :
海 於
這うＫ
V V

》
《
調
》
：
・
’
一
八
罵
噺
青
塚
白
Ｖ
内
蒙
古
自
洛
区

鳧
忌
呂
涛
軍
歌
八
置
山
鐡
騎
請
金
槍
Ｖ
河
北
省
正
定

■

ら

星一『〕
竺一ざＰ

心一凶】

日 猛 摩
出 虎 多
行 行 楼
八 八 子
白 素 人 八 八
日 山 隔 一 玉
下 之 庶 時 塞
冥 下 長 湊 去
喬 Ｖ 乗 蓮 全
Ｖ 西 水 人
山 V V V

謝 寮 ：
襄 菅 甘 潭 言 ；
省 霊 粛 塞 粛1 省 省 営

廠 玉
山 門
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憧
蔑
の
初
代
世
祖
光
武
菫
帝
の
割
秀
は
、
字
乏
女
叔
と
い
い
・
南
陽
一
祭
陽
の
人
で
あ
る
。
前
濤
の
高
祖
劉

邦
０
．
九
代
目
の
孫
で
あ
者
．
汽
歳
の
と
し
父
を
宍
叫
冗
劉
鎮
ら
と
と
も
に
、
叔
父
の
割
良
仮
養
わ
打
た
・

身
長
七
昼
一
寺
（
約
一
七
一
涯
竺
-
ひ
げ
や
管
が
美
し
く
，
ロ
大
ま
く
．
曼
高
ぐ
・
〃
だ
い
ず
秀
で
了
い
穴

冗
の
繕
は
侠
客
肌
で
・
客
分
を
養
い
-
秀
の
農
事
麦
笑
っ
た
．

罰
の
未
，
天
下
は
連
年
鑪
害
に
あ
い
、
農
民
の
反
乱
び
各
蝿
に
郡
ラ
だ
．
地
皇
三
年
（
一
三
）
雨
陽
け
飢
篭
と

、
『
椴
濤
薑
』
巻
一
、
売
武
菫
帝
躯
の
要
媚
二
年
ｎ
条
に
「
那
合
」
の
文
字
ぴ
認
え
ろ
、

李
零
が
光
武
帝
戸
卜
演
し
「
《
垂
感
じ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
時
に
は
お
の
揮
至
帝
仮
・
錠
鴬
⑦
臣
臺
蓬
帝
の

腹
岻
の
符
軍
湧
異
に
痒
笈
、
“
え
た
下
一
の
ス
う
こ
と
．
拙
一
碍
「
独
玲
聯
句
皀
谷
蓋
（
二
；
一
へ
一
六
」
」
ご
平
）
に
の
べ

た

。

胡

い
ま
わ
た
-
」
登
あ
け
た
『
後
蟇
薑
』
は
劉
宋
ｍ
兎
曄
の
梼
だ
が
・
そ
の
前
に
葦
の
劉
珍
の
『
栗
観
濤
記
』
壬
は

じ
め
散
十
篭
の
安
書
ぴ
あ
言
、
光
試
の
事
跡
一
室
知
る
た
め
に
舅
ぴ
何
Ｋ
抑
司
た
か
何
れ
か
ら
城
が
．
垂
日
の
簑
宏
の
２

『
篇
蕊
紀
』
に
記
ｌ
）
『
後
漢
書
』
に
の
せ
ぬ
こ
と
も
ｊ
か
ハ
ロ
釦
う
て
い
派
ら
し
く
感
ぜ
今
拭
ろ
．
〉
可
椚
筍
至
孝
川

考
し
つ
つ
「
北
中
寒
」
芝
解
く
に
脳
要
と
尾
杓
舸
ろ
事
芝
次
に
の
べ
ろ
。

〆

五

宅恥

入
二
」
の
莞
で
琢
云

、

蕊
騨
過

雲
一

一

一

一
二
》

ｰ
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言
溌
に
霊
弓
と
濤
室
）
宴
葺
為
さ
た
と
ご
ｚ
だ
『
た
》
鋳
、
か
つ
寺
-
人
乏
殺
-
し
た
こ
と
家
弱
り
・
蕾
茸
た
弓
け

一
”
一
、
運
Ｉ
、
事
耐
一
〃
か
な
〃
「
辰
が
・
赤
衣
大
冠
至
一
ノ
ｎ
尺
秀
の
姿
菱
貝
ろ
〉
」
、
遷
化
Ｌ
た
主
ウ
で
あ
っ
た
．

淡
の
茸
（
一
ご
三
籍
ぼ
進
ん
一
ぐ
宛
垂
囲
ん
だ
。
二
月
．
一
実
端
将
菫
と
自
称
Ｌ
て
い
た
族
只
に
湯
た
る
劉
惠
が
。

未
鱗
ら
に
雁
古
壽
、
脚
一
-
、
天
子
と
な
り
、
敦
元
Ｌ
Ｔ
更
妬
元
年
と
称
し
た
。
こ
の
と
壽
績
は
詩
期
尚
早
と
い
「
尺
が

闇
か
御
な
か
う
匠
。
壽
喧
は
、
墳
壷
大
司
疾
仮
・
秀
を
太
常
漏
将
軍
に
任
じ
た
。

三
月
秀
ほ
霜
州
芝
攻
略
し
た
．
漏
異
ら
が
こ
の
こ
ぎ
鳴
投
Ｌ
た
、
五
月
が
ら
六
月
に
か
け
了
、
王
弄
の
軍
と

戦
い
、
大
い
た
勝
つ
戸
へ
。
劉
須
冠
捧
の
昌
声
が
あ
び
一
倉
堂
ノ
ｎ
丁
、
二
籾
善
嫉
演
す
ぢ
乙
仇
が
増
え
る
額
、
天
子
壁

称
し
匡
実
媚
も
圭
尺
￥
の
ひ
と
り
だ
っ
た
．
割
・
滝
口
気
づ
い
て
只
の
績
に
注
毒
す
る
よ
う
仮
い
っ
た
が
．
縞
は
笑

っ
了
冤
に
と
肋
よ
う
と
せ
め
．
續
の
部
将
に
劉
雷
と
い
、
っ
壽
圭
が
い
た
。
実
媚
が
天
子
と
覇
フ
庇
と
ま
い
ｖ
て
・
悪

っ
Ｔ
い
っ
た
「
委
す
大
事
釡
葦
し
た
の
、
伯
升
完
弄
だ
。
更
娼
”
い
つ
次
い
向
を
-
」
た
の
か
」
伯
升
と
口
續
⑦
字

で
あ
る
。
寳
媚
が
讓
乏
坑
威
将
軍
と
Ｉ
」
た
び
・
穰
画
受
け
よ
う
と
せ
燭
…
妻
嫡
ｎ
穰
乏
と
ら
え
殺
そ
う
と
Ｌ
た
。

鰻
が
反
対
す
る
→
宋
翰
ら
の
勧
め
で
更
始
廐
霧
芝
と
ら
え
．
〒
の
日
の
つ
ち
に
殺
Ｌ
た
。

／
天
、
駐
噌
地
か
ら
宛
に
配
せ
も
ど
〃
・
実
媚
に
只
の
不
婚
末
芝
わ
び
た
．
お
の
打
⑦
軍
功
芝
ほ
こ
ら
ず
、
亡
冗

浄

に

句

、

時
に
一
一
十
八
義
．

な
〃
、
土
秦
の
客
分
て
盗
賊
に
な
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
宍
も
役
人
の
目
蓬
一
、
、
て
新
野
に
励
ま
・
穀
物
を
宛
で

売
っ
た
．
宛
の
李
遍
と
い
う
人
か
雫
臺
雪
に
エ
罰
て
「
劉
氏
が
再
興
Ｉ
」
、
苧
風
び
二
楓
壷
助
け
弓
運
命
に
詞
ろ
」

と
い
っ
た
”
秀
は
￥
の
割
武
乏
言
分
の
こ
と
と
は
薄
え
ず
，
健
兄
②
籍
か
も
Ｌ
綱
切
ど
考
之
た
．
壬
葬
が
歎
椚
ろ
兆

候
が
易
″
・
天
下
が
乱
打
ろ
た
弓
っ
と
見
て
計
画
芝
立
て
識
兵
器
歪
實
筥
．
夷
．
十
月
・
李
逼
ら
と
猿
上
け
し

6８２２２'’一
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の
た
め
に
服
喪
す
る
こ
と
も
な
か
フ
八
、

同
宍
望
こ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
か
い
き
罵
祷
蓬
施

の
壹
葉
に
従
い
-
舅
を
つ
か
杓
Ｌ
て
壹
樵
ぎ
せ
た

九
月
、
戻
蚕
で
王
弄
が
殺
さ
制
．
そ
の
首
が
宛
に
と
ど
い
た
。
更
媚
ロ
洛
陽
乏
蔀
と
す
る
こ
と
に
Ｌ
・
瓢
秀
乏

行
司
隷
校
罰
と
し
て
先
行
し
イ
宮
育
を
と
と
の
え
ま
ぜ
た
。
更
嫡
ロ
洛
陽
に
口
く
と
、
汽
差
破
毫
将
軍
行
大
司
馬

事
と
」
十
月
・
壽
河
の
北
万
に
向
か
わ
せ
た
。
こ
の
こ
巧
雨
方
で
口
童
謡
が
何
や
つ
尺
．

し
か
し
、
ひ
と
〃
で
り
ろ
と
宍
に
、
酒
肉
乏
と
今
ず
、
し
。
、
し
ば
涙
乏
流
し
辰
ｂ
馬
巽
か
い
っ
た
「
天
下
の
人
何

設
な
王
弄
の
た
め
に
舌
Ｌ
愚
．
濤
朝
の
復
興
を
望
ん
で
い
委
す
が
、
各
地
の
友
乱
軍
池
掠
奪
に
洞
向
く
ｎ
・
人
々

同
宍
望
こ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
か
い
き
罵
祷
蓬
柁
さ
打
た
ら
．
天
下
の
（
ほ
あ
な
辰
仮
蒙
り
ま
し
よ
、
フ
」
秀
口
〉
一
！

赤
畳
と
は
葵
崇
の
ひ
き
い
ろ
-
反
乱
軍
の
一
派
で
、
壬
弄
の
軍
隊
と
き
ぎ
拭
石
の
芝
避
け
弓
に
防
目
の
勺
大
に
赤

い
隈
と
″
乏
式
ぜ
た
の
で
．
そ
う
よ
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
ひ
洞
う
何
今
、
劉
秀
に
と
う
て
の
最
差
の
詠
下
あ
る
。

劉
藩
が
那
郵
仮
つ
く
と
．
〒
の
だ
の
王
族
で
前
震
晏
帝
の
ハ
バ
の
孫
灰
亮
穴
ろ
劉
林
が
や
つ
丁
来
て
秀
に
談
い

た
。
。
「
赤
壱
は
河
の
宗
に
い
ろ
．
河
は
列
人
（
河
北
省
肥
郷
県
宗
壯
）
か
ら
北
流
す
る
。
そ
こ
で
決
嬢
さ
廿
派
ら
、

百
万
の
筆
も
魚
に
な
る
六
」
こ
の
「
河
」
ぼ
い
ま
の
霊
陽
河
を
さ
す
の
で
あ
再
つ
．
菫
と
と
も
に
民
家
も
ま
た
水

渓
す
る
の
で
あ
る
。
秀
ぼ
答
え
ず
。
去
っ
了
雲
走
（
正
定
）
に
行
っ
た
ロ
←
．
：
？

か
な
う
か
グ
な
わ
例

赤
曽
Ｌ
だ
い
じ
ゃ

と
打
舂
が
と
洞
ぬ
は

河
北
し
だ
い
じ
ゃ

譜
不
諸

在
赤
冒

得
不
得

任
河
北

、

と薯
し蕊

蕊
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ェ
莞
・
売
卜
菱
や
二
く
い
た
王
昌
と
い
う
実
乏
-
”
前
湊
威
帝
⑦
子
の
劉
子
舅
な
る
も
⑦
に
仕
立
で
、
←

赤
冒
も
ま
た
劉
子
奏
壬
需
童
す
言
、
藍
三
雲
琴
挫
氏
程
．
．
《
覇
塗
曇
埼
北
の
豪
燕
で
こ
れ
仮
付
く
も
の
が
多
く
・
十
二
月
に

は
天
子
と
称
し
、
扉
騨
灰
都
し
た
。
王
邑
董
多
く
の
実
害
は
そ
の
字
Ｋ
よ
り
王
都
と
穂
す
る
。

更
媚
三
ヰ
（
三
四
）
正
員
．
劉
秀
は
、
王
昌
の
葵
が
盛
ん
仁
ワ
、
・
た
の
て
・
示
弓
に
北
行
Ｌ
Ｔ
薊
（
大
騨
）
に

身
乏
寄
せ
た
。
王
昌
は
瓢
秀
に
十
万
戸
の
菖
垂
匙
け
た
。
〆
究
が
部
下
垂
市
中
仮
や
っ
て
王
昌
討
戊
の
兵
員
を
雲
察

し
た
が
・
市
人
は
大
笑
い
し
て
か
ら
か
う
の
で
・
使
い
ほ
ぼ
ウ
ー
は
う
の
丁
い
て
囑
７
Ｔ
ま
た
。
秀
も
あ
余
弓
め
て

南
帰
し
よ
う
と
思
う
た
。
上
谷
太
守
切
子
の
歌
壽
が
い
う
「
い
ま
敵
兵
が
南
方
か
今
宋
ろ
と
い
う
の
に
南
に
鳴
ろ

ご
と
ｎ
で
き
ま
せ
ん
．
漁
陽
の
太
守
毒
竈
ぼ
あ
丘
た
の
お
国
の
方
、
上
谷
の
太
守
江
わ
た
し
の
父
で
す
．
こ
の
両

郡
弄
、
軍
薯
乏
と
と
の
え
た
ら
二
〃
爵
．
郡
郭
も
も
の
か
は
、
で
す
」
ど
こ
葛
が
天
の
部
下
は
み
な
南
災
の
者
ば
か

″
「
死
ん
で
も
南
至
向
壹
た
し
の
に
．
北
行
」
て
な
ん
で
袋
の
中
の
ネ
ズ
ミ
に
蔵
ら
ね
ば
薫
ら
ん
の
か
」
湾
は
妻

達
指
Ｌ
了
い
『
〃
だ
「
か
れ
が
わ
拭
う
の
北
這
の
．
王
人
だ
」
鐸

前
澪
武
帝
の
一
へ
減
の
藤
原
あ
た
る
劉
祷
が
こ
の
Ｚ
室
罰
了
宴
乏
・
記
こ
し
王
昌
に
府
じ
よ
う
と
し
た
灰
函
減
市

ほ
こ
『
尺
か
え
し
、
那
葬
の
使
言
が
短
ワ
て
く
ろ
と
い
、
っ
噂
・
了
・
役
人
た
ち
が
為
な
迎
え
に
出
る
と
い
う
騒
宍
。

劉
一
秀
は
車
王
尭
か
せ
で
城
南
に
出
た
が
、
献
弄
と
は
く
御
、
部
下
も
つ
い
て
宗
可
Ｖ
し
の
び
あ
っ
た
。
ま
ち
乏
見

つ
け
了
も
う
つ
び
″
入
視
ず
、
霧
言
を
か
さ
ね
・
饒
陽
の
郊
外
に
た
と
〃
つ
い
た
・
一
馬
雲
の
才
貴
下
数
日
ぶ
〃
に

豆
粥
垂
寸
す
う
た
が
・
千
打
℃
一
蒔
②
し
の
ぎ
。

劉
爽
は
爵
い
う
い
了
・
郡
郭
か
ら
の
便
者
と
称
し
て
読
暘
の
ま
ち
の
害
館
に
け
い
、
た
。
役
人
が
食
奉
を
進
例

ろ
と
・
凱
-
ズ
ー
パ
侭
者
が
季
二
ｋ
奪
い
と
る
。
役
人
は
．
こ
れ
ば
く
さ
い
と
に
ら
鼻
、
太
鼓
を
数
十
ぺ
ん
打
、
丁
、

竜
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側
郵
熱
鼬
燕
對
欄
割
、

た
び
ゞ
離
庁
お
う
せ
錘
場
合
の
こ
と
差
考
え
、
お
し
む
男
に
室
広
か
え
り
「
郡
郭
の
将
軍
を
と
う
ぞ
一
三
・
勺
へ
」

と
い
う
た
-
等
淑
か
ら
し
・
は
ら
く
の
弓
．
一
雲
、
去
ぅ
尺
、
冨
龍
の
役
人
ヴ
・
減
門
を
闇
じ
ろ
よ
う
Ｋ
通
報
し
炭
が

門
長
何
「
天
下
の
二
と
可
ど
知
、
辰
こ
と
か
、
長
者
を
霞
じ
め
て
お
げ
ろ
か
い
」
と
い
「
た
。
。

こ
「
／
し
て
や
『
と
南
に
出
・
臺
夜
隷
行
一
霜
雲
左
犯
し
丁
進
む
。
天
侯
寒
く
．
領
面
誇
な
頚
汎
裂
げ
《
呼
淀
河

の
ぽ
と
り
ま
で
た
ど
″
つ
い
た
．
斥
候
が
か
え
『
て
害
了
い
う
「
河
に
げ
流
氷
か
な
が
柄
-
船
が
毎
け
舸
ぼ
裳
視

ま
せ
ん
」
劉
夷
は
部
下
の
王
覇
乏
や
つ
一
Ｉ
篭
か
め
ま
ぜ
た
。
王
顎
は
考
え
た
．
王
昌
の
軍
が
追
琴
し
て
・
く
ろ
う
．
ヤ
５

式
、
も
あ
ろ
-
ご
一
〒
み
な
芝
び
つ
く
″
寺
、
廿
弄
》
ら
い
ま
い
よ
澪
り
ょ
う
が
な
い
。
と
に
か
く
河
岸
ま
で
宗
た
今
昔
鯛

水
の
庫
と
い
う
手
も
あ
る
。
・
て
「
氷
が
堅
く
て
瘻
杓
手
す
」
と
報
告
Ｌ
八
・
将
兵
ば
大
喜
ひ
。
劃
壱
す
る
ご
弓
ら

珂
面
の
氷
が
合
わ
ず
勺
了
い
戸
］
⑳
一
行
ぼ
氷
上
逢
簔
り
、
あ
と
教
騎
で
実
了
と
い
う
と
ぎ
氷
が
ど
け
た
。
２

南
富
圭
で
や
？
て
く
ろ
と
大
風
雨
に
ぶ
つ
か
〃
・
道
傍
の
至
舎
に
か
け
こ
ん
だ
。
凋
雲
が
薪
を
あ
つ
い
了
采
マ
ト

愛
大
乏
し
ま
た
簔
甑
を
つ
く
う
て
進
防
淀
・
下
博
城
西
で
直
に
迷
っ
た
と
・
宗
・
道
ば
た
に
い
一
に
白
衣
の
老
人
が
猶

！
」
一
く
い
可
た
「
が
ん
ば
け
な
完
、
い
〃
筐
都
郡
は
晨
安
の
お
量
々
Ｔ
す
．
三
一
か
ら
八
十
里
（
翌
一
云
篭
』
）
で
す
」

琴
尭
は
た
だ
ち
に
離
せ
た
。
后
都
下
は
太
守
任
元
が
門
を
閑
い
て
出
迎
え
八
．
…
・
-
…

：
・
２
、
詞
輔
璽
｜
電
瀦
逼
繍
埼
霊
鰯
篭
蕊
蕊
蕊
蕊
駕
鍵
蕊
蕊
蒸
篭
篭
蕊
蕊
苓
憩
纂
謹
製
》
君
零
蕊

■

Ｇ

宇

串

■

凸

■

「
那
罫
の
将
軍
の
お
い
子
、
」
と
》
等
Ｉ
、
部
下
Ｉ
み
顧
色
蓬
失
い
，
劉
尭
も
菫
に
窯
「
丁

・
可
フ
た
。
丁

氷
上
濤
河
の
と
二
言
を
『
俊
濤
薑
』
の
箏
文
ぼ
次
の
よ
う
に
記
す
。

“
｜
臺
夜
讓
行
。
家
犯
霜
雪
．
天
爵
寒
。
面
筐
頭
裂
。
圭
寺
沌
河
夕
窯
船
・
》
這
這
水
合
。
停
逼
．

こ
こ
に
い
う
「
呼
死
河
」
ぽ
い
姜
の
淳
沌
河
で
、
山
西
省
⑦
牽
塒
県
の
索
北
の
大
獄
山
差
漂
と
し
、
ゞ
太
行
山
脈

画
や
《
叔
錘
琴
奄
鐸
一

…
誰
口

Ｉ



ｑ

読
陽
の
索
と
い
え
ば
、
〉
て
楓
は
．
武
備
四
年
六
月
・
李
神
通
が
劉
里
闇
と
戦
っ
て
敵
抱
尺
、
と
い
、
抗
喜
拠
で

あ
る
。
拙
稿
「
李
神
通
」
（
一
李
臺
甑
究
』
一
六
・
三
←
べ
Ｉ
ジ
）
そ
ば
．
こ
の
事
件
蓬
五
行
で
片
づ
け
た
が
．
こ
こ

了
は
も
、
っ
少
し
く
ｈ
Ｌ
く
述
べ
よ
う
。

の
五
急
山
と
筆
鳥
山
の
峡
台
乏
く
ぐ
〃
め
げ
て
，
河
・
北
の
平
野
に
入
り
-
錠
陽
の
東
方
の
．
商
林
の
あ
た
り
で
麓
陽

河
と
合
流
し
て
子
守
向
と
万
″
、
天
津
王
通
う
て
鋤
酒
湾
に
注
ぐ
大
河
で
あ
る
．

劉
秀
の
濱
河
点
、
『
元
祖
郡
県
志
』
巻
一
八
に
工
打
ぱ
深
派
県
南
二
十
五
里
（
釣
一
画
憲
興
，
）
と
い
い
．
『
読

宍
方
騨
銀
妻
』
巻
一
四
は
晋
蹴
減
東
十
八
里
と
い
・
っ
．
画
記
述
を
舵
図
に
求
め
ろ
と
一
致
す
ｚ
よ
っ
で
あ
ろ
．
￥

勺
し
て
￥
楓
は
饒
陽
の
西
索
に
縄
四
○
痒
麗
一
Ｌ
あ
辰
弓
勺
か
。

こ
の
佇
一
Ｌ
つ
い
丁
。
じ
っ
と
も
詳
細
な
の
ほ
『
富
治
逼
謡
』
で
混
る
。

准
琶
王
禰
運
、
閣
内
の
兵
壷
ひ
、
言
い
・
菫
州
に
至
吋
・
孝
書
の
宴
と
合
す
．
ま
た
、
部
・
洛
，
相
：
、
魏
恒

・
憩
寺
の
兵
亨
堯
Ｌ
・
含
Ｌ
了
五
万
余
人
。
割
窯
圏
と
霞
陽
減
の
南
に
戦
い
-
睦
至
拓
く
二
と
十
四
里
。
軍

塵
の
衆
ば
少
宍
池
堤
侭
依
っ
て
車
行
し
て
陣
し
・
以
て
ご
価
に
当
る
．
氏
ま
た
ま
思
雪
な
〃
・
神
逼
、
鼠

》
に
束
じ
マ
ニ
楓
乏
琴
っ
．
既
に
し
て
息
重
り
、
神
通
大
敗
Ｌ
・
士
馬
重
責
宍
亡
寸
〃
書
も
の
三
分
の
二
。
孝

署
何
西
儘
に
吾
剛
・
高
潅
黄
壹
琴
ち
、
こ
御
達
殻
″
・
逐
奔
す
る
ご
望
敬
里
〃
大
軍
の
不
利
を
闇
宗
・
《
退
い

て
言
蕊
麦
保
つ
・
黒
闇
寸
．
な
わ
ち
こ
打
差
鑿
ぢ
、
藝
乞
圭
涯
敗
る
．
．
-
：
；
・
雪
、
兵
達
引
い
て
幽
州
に
鳴
る
．

一ハ ｂ

ｈ
Ⅱ
Ⅱ
８
日
４
■
１
日
-
Ｉ
Ｉ
ｄ
１
ｊ
１
Ｊ
Ｏ
１
-
１
６
６
５
甲
１
１
１
４
１
１
ｆ
０
９
ｌ

！

’
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『
旧
雪
雪
』
蓉
一
菖
祖
純
一
卜
乙
巻
二
大
宗
紀
侭
も
武
徳
四
年
八
月
に
は
全
く
記
幸
び
ず
い
。
『
新
雪
害
』
春
一

吾
祖
純
に
ぱ
帝
一
い
罰
幸
が
あ
夢
が
二
の
圭
件
と
か
び
淘
川
な
く
、
春
二
大
宗
紀
に
ほ
記
串
は
な
い
。
室
通
錐
』
の

煎
引
巍
箏
中
の
誉
蹄
し
た
と
こ
君
は
・

塞
芳
．
河
・
方
蔵
為
蒙
（
劉
黒
闇
仮
）
雲
居
せ
ら
る
．
露
麦
誌
っ
て
こ
れ
萱
駆
る
．
方
珂
兄
弟
さ
げ
鳴
る
．

ど
あ
る
《
そ
御
可
筍
ば
．
戴
打
た
の
ち
の
神
通
の
行
動
に
う
り
了
も
訳
し
て
工
未
そ
う
だ
の
Ｆ
、
そ
、
が
ウ
い
・

「
旧
麗
書
』
巻
六
○
・
濫
睾
壬
神
通
伝
に
ば
式
の
記
事
が
み
え
ろ
。

復
汽
河
北
道
行
言
間
薑
左
僕
射
芝
授
け
令
畜
・
大
宗
に
従
い
劉
薫
鬮
蓬
平
ぐ
。
左
武
衞
大
潟
軍
に
這
る
。
舅

観
元
茸
．
関
行
礒
同
三
司
に
拝
せ
ら
打
奏
謡
五
百
戸
差
鴎
ろ
．
時
に
太
宗
、
諸
功
臣
に
調
い
了
届
く
．
「
賎
・

公
等
が
藪
戟
を
敦
Ｌ
・
封
邑
を
量
定
す
。
沼
ら
く
承
す
錐
わ
ざ
ら
ん
。
ま
穴
に
否
に
吉
つ
く
し
」
と
？
神
通

曰
く
「
義
旗
の
初
め
て
葦
こ
ろ
や
・
臣
、
兵
蚕
ま
い
て
宍
ず
至
言
．
今
．
房
玄
齢
杜
如
晦
等
．
刀
睾
の
人

茜

な
ろ
に
・
功
ほ
孝
一
に
居
ろ
。
臣
、
且
た
賑
せ
ず
」
と
。
上
曰
く
「
蓑
旗
初
め
て
趣
こ
ろ
や
、
人
筐
化
涙
乢

叔
父
は
兵
王
率
い
て
先
ず
至
る
と
い
え
と
も
、
未
だ
嘗
て
旨
行
陣
至
霞
ま
す
”
山
崇
未
だ
定
ま
う
ざ
〃
」
と

宍
委
ね
を
受
け
て
専
征
し
．
（
篝
）
寒
徳
南
進
Ｌ
元
全
軍
階
浸
せ
〃
・
劉
巽
閏
の
翻
動
す
ち
に
及
び
・
叙

父
ほ
風
芝
望
ん
で
額
打
た
〃
、
今
、
藪
垂
計
〃
震
を
行
う
Ｅ
，
》
帷
憧
に
篝
謀
し
社
穰
壬
定
迩
ろ
功
あ
″
“
藻

の
藷
何
の
庵
仮
汗
す
蚕
な
し
室
誰
も
《
福
縦
准
穀
す
る
航
以
。
故
に
功
毒
一
代
唇
ろ
・
叔
父
ｎ
国
に
淀
了
至

《
親
《
誠
に
静
Ｌ
心
三
三
な
き
七
・
”
“
ず
私
脈
参
”
《
了
濫
仮
藪
臣
と
薑
を
同
じ
く
す
べ
か
ら
ざ
る
の
激
」
星

な
お
’
壱
六
六
、
房
裏
饒
伝
Ｅ
あ
と
表
の
論
卿
行
嘗
毒
の
べ
禍
ゞ
・
／
・
》
》
ゞ

、

Ｇ
七
》

一一台マー・一
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武
徳
餌
年
十
二
月
乙
卯
-
劉
雲
題
ほ
菫
州
逹
旙
楓
識
宍
藷
稜
壷
穀
-
芙
蕊
《
票
う
て
、

９

題
爾
達
署
一
士
識
通
達
頚
』
汐
弓

●
●
■
●

熟
・
魏
惟
方
陳
誌
御
達
出
し
・
も
と
更
語
億

の
壼
の
樗
卒
ば
争
う
了
害
俄
官
受
を
殺
し
雲
に
．
じ
た
．
．
-
吉

圏

燕

濤

申

唱
衞
大
攪
軍
簔
壹
士
テ
を
『
了
一
・
票
・
す
↑
っ
《
。
１
〃
》
、

琴

常

建

髻

題

董

誘

だ

示

：

１

“

〈

廿
八
閨
Ｉ
数
巧
例
兵
を
ひ
ぎ
Ｉ
一
蹴
仮
逼

た
潔
ソ
↑

菅
孚
世
款
は
宗
域
灰
駐
屯
Ｌ
了
い
八
が
・
錐
乏
浩
マ
マ
運
州
腫
た
。
Ｊ
、
ま
吟

逃
減
甲
一
一
雲
彊
Ｉ
追
琴
Ｌ
・
雪
千
五
斗
人

垂
綴
し
た
．
世
勃
ぽ
舅
ひ
と
「
で
鈍
-
・
・
＃
．
-
ノ
、

庁
氏
。
雲
恵
は
っ
い
て
椙
州
圭
抜
宍
紫
よ
』
．
Ｉ
こ

憲
州
を
軍
半
垂
切
間
１

句

●

令

書
達
億
の
旧
潭
査
回
須
Ｌ
た
・
守
一
パ
瘻
乏
毒
-
二
、
寿
頚
と
達
撞
し
一
幅
→
．
．
這
州
刺
史
陳
・

石
武
蔵
将
軍
零
試
通

言書

鬘
令
程
呂
振
ほ
入
汚
参
河
北
ワ
今
一
言
震
蚕
に
這
げ
一
幅
、
た
．
一
Ｊ
卯
二
一
土
世
・
二

零
夙
雪
平
元
吉
に
念
じ
て
黒
圏
を
討
尺

ノ、・司ぜ
ろ
二
と
に
写
｛
た
。
己
己
．
雲
霞
感
制
皇
制
穴
。
．
．
・
宗

劉

瀬

．

７

悪

溌

至

遥

〒

端

を

蓬

。

邑

濾

Ｌ

戻
蕊
打
翼
一
一
這
穀
壷
設

太
崇
雪
乞
ぼ
⑦
還
り
で
と
す
ろ
と
》
神
通
伝
の
「
太
宗
に
壷
い
割
票
罎
蓬
雫
ぐ
：
一
芝
い
つ
の
”
武
徳
皿
年
の

鐵
い
と
は
別
の
二
と
で
お
弓
・
っ
か
．
《
こ
の
時
以
猿
・
言
朝
が
籔
襄
鬮
菫
半
定
寸
ズ
妾
で
の
軽
遁
走
一
．
逼
錨
』
に
よ

『
了
柔
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
ぢ
。

こ
の
あ
と
に
、
神
逼
伝
に
熟
え
る
大
宗
と
神
逼
の
愚
答
が
そ
つ
く
″
そ
い
ま
姜
読
幸
・
さ
ら
に
い
ぅ
・

初勿濤軍丘師利等詐孝自ら〉て⑦功に誇り-或いは決を漂いヱーヘを糧し，壬と以て姑に画

ま
い
神
逼
の
遅
の
星
す
る
乏
貝
て
、
自
ら
椙
謂
壱
て
三
く
「
荏
下
阿
至
公
乏
以
了
汽
童
し
・
そ
の
親
に
私

初
め
へ
将
軍
丘
師
利
等
．
威
孝
自
ら
そ
⑦
一

ま
い
、
神
逼
の
遅
の
星
す
る
乏
貝
て
、
宮
《

せ
ず
。
吾
が
震
・
何
誌
妄
川
に
訴
え
ん
や
．
。

玄
溌
お
よ
び
畏
孫
無
忌
・
社
叩
晦
・
慧
建
家
濤
・
侯
言
集
五
人
乏
壽
一
と
な
す
。
（
玄
齢
画
）
那
国
公
に
這

爵
し
、
実
封
千
三
百
戸
菱
鴎
っ
．
．

、
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●
翻
噌
咽
蝦
篭
蕊
調
菊
鈴
詞
Ｆ
・
麺
！
’
葺
言
、
-
、
礼
-
-
-
．
・
-

た
．
辛
未
、
幸
州
達
箔
椚
た
。

武
祷
五
年
（
六
三
二
書
正
月
・
劉
黒
閏
は
み
ず
か
ら
湧
東
王
と
称
し
、
天
迄
と
威
元
Ｌ
、
洛
州
（
河
北
省
永

茸
県
）
葺
都
と
定
例
た
．
奏
寶
、
崇
塩
胡
岩
中
の
王
才
藝
が
刺
失
田
華
圭
殺
Ｌ
・
劉
黒
題
に
応
じ
た
．
奉
王
世
民

の
菫
が
震
濤
に
到
雪
Ｌ
だ
。
副
黒
閾
ぼ
拒
州
芝
棄
て
洛
州
肱
這
い
た
”
丙
串
世
尻
が
相
淵
達
と
り
も
ど
Ｌ
穴
。

軍
至
肥
郷
に
進
函
篁
乏
潅
水
の
ぼ
と
″
に
つ
ら
ね
た
。
已
酉
、
幽
州
撚
菅
李
藝
が
宍
数
万
蚕
ひ
ま
阯
秦
王
世

戻
の
割
雲
霞
討
伐
に
参
加
Ｌ
た
。
巽
電
は
二
御
達
間
宍
．
兵
一
万
差
と
と
め
部
下
の
苑
願
に
洛
州
査
守
弓
せ
自

ラ
兵
壷
ひ
一
、
い
墓
の
建
出
乏
拒
ぐ
穴
例
沙
河
仮
出
た
。
程
ダ
ニ
坂
が
鼓
六
十
具
垂
灌
州
城
西
一
一
里
の
長
卜
后
な
ら
べ
Ｑ

乱
打
し
た
萢
霞
ぼ
び
つ
ぐ
〃
Ｌ
了
、
雲
鬮
に
君
報
す
る
、
雲
閏
は
馳
せ
還
川
・
鐸
＋
簔
弓
Ｆ
兵
一
万
を
つ
け
、
鎚

薯
を
藪
城
一
に
鑿
辰
ご
尺
・
壬
子
、
徐
河
で
戦
い
、
＋
菫
亘
丘
大
敗
Ｌ
了
八
千
を
失
う
た
。
洛
水
の
李
去
惑
ぴ
宗
隣
．

したの・了泰壬世民阿壬言廓交やった。君廓阿千五百騎達ひ雫、い入城し、去寒と一一〈に守ることに可弱

二
月
．
副
黒
圃
は
洛
水
芝
攻
防
ろ
尺
例
兵
を
ひ
ぎ
い
、
癸
亥
、
到
人
仮
到
看
Ｌ
た
。
秦
王
は
泰
叙
宝
に
徽
至
零
、

廿
、
こ
制
蚤
醗
っ
た
．
己
巳
・
泰
王
何
邪
州
左
と
〃
か
え
し
た
・
辛
未
、
井
州
の
痔
伯
譲
が
采
潅
Ｌ
た
。
：
丙
子
、

李
雲
が
雲
閨
調
の
定
・
集
・
扉
・
葱
⑦
四
州
芝
取
川
・
票
題
の
尚
書
割
希
道
を
蔭
え
、
兵
を
ひ
寺
い
て
、
洛
州
で

奉
王
と
会
同
し
た
。
黒
圏
は
洛
水
攻
雲
重
急
い
だ
．
城
何
四
方
が
川
に
寵
圭
椥
了
い
ろ
。
黒
闇
、
崇
北
匡
扇
の

か
け
け
し
芝
築
い
て
攻
め
た
世
晨
昼
三
害
兵
を
ひ
一
、
い
て
紋
お
ザ
ヒ
Ｌ
た
々
雲
題
に
拒
李
押
丁
進
肋
可
い
。

世
尻
は
王
君
蔀
が
城
を
守
り
切
門
可
い
二
と
を
恐
制
、
諸
符
を
召
し
丁
相
談
し
た
。
字
世
款
び
い
、
マ
か
け
ｎ
し

か
城
に
達
し
た
ら
城
ぼ
さ
つ
と
守
舸
ま
せ
ん
」
行
軍
禦
壱
の
覇
士
信
ぴ
君
郭
に
杙
う
て
域
麦
守
川
手
Ｌ
←
よ
う
這
い

ヲ
-
ー

、

①

二 穴

ｈ甲。・こぶ、“・烈令・《吟噌酷烈写

薯蟇蕊誉嘉蓄蓋蕊蕊慧蕊繍篭

一一

や

| ’ Ｉ■■■



六
月
辛
荻
、
割
一

睡藍醍唾畷酔醒醸堅塵醗騨嘩醸醸曄醸鴎嘩睡蕗睡嘩蛭廃瞬讓趣霞睡蕊峰擬

ラ
・
世
民
は
城
南
②
高
塚
に
登
り
、
旗
で
君
廓
歪
招
い
た
一
琶
毒
が
囲
角
を
額
っ
て
出
、
士
陰
が
二
百
駒
蓬
ひ
ぎ

い
て
入
城
し
た
。
黒
圏
は
尽
賓
急
威
す
者
・
炭
ま
た
ま
大
雪
が
陰
〃
、
救
兵
ぱ
往
く
こ
と
が
で
き
ず
睦
ハ
曰
た

ち
、
丁
亙
に
城
ｎ
陥
り
、
士
信
ぼ
殼
六
制
た
。
辛
已
・
世
冨
は
毛
水
逢
猿
い
た
．

三
月
、
世
民
と
李
藝
は
洛
水
の
南
に
萱
を
お
ぎ
、
水
北
灰
も
分
屯
き
せ
辰
．
黒
題
が
挑
戦
し
了
も
応
ぜ
ず
、
別

二
打
芝
読
む
と
、
山
東
に
平
和
が
や
、
Ｔ
宗
た
よ
う
だ
が
宍
Ｌ
て
そ
う
で
は
な
い
．
夷
州
惚
管
魯
都
苔
徐
円
朗

ば
か
ね
了
か
ら
《
劉
黒
闇
と
通
じ
、
そ
の
大
行
台
元
師
と
家
〃
・
武
徳
四
年
、
書
王
と
自
称
Ｌ
Ｔ
い
尺
が
、
雰
壬
世

民
に
敗
伺
了
劉
黒
閨
が
誇
蕨
に
逃
げ
た
の
茸
も
。
〒
⑦
示
勢
付
不
穏
で
あ
ラ
パ
。

六
月
辛
荻
・
割
軍
圏
は
蚕
微
の
宍
至
ひ
ぎ
い
、
山
崇
乏
犯
し
李
蓉
が
こ
れ
を
琴
フ
た
・
乙
卯
・
涯
妥
王
神
通

秦
王
世
民
と
劉
黒
圏
の
持
久
戦
は
六
十
日
を
こ
・
え
た
．
罵
圏
は
李
世
動
の
萱
に
奇
蘂
を
か
け
た
・
掩
護
に
出
だ

世
民
何
雲
鬮
の
部
隊
に
園
主
打
た
・
試
運
款
徳
が
壮
士
芝
ひ
手
い
了
実
入
し
た
の
で
逃
げ
出
せ
た
。
世
民
、
黒

題
の
糧
び
尽
ま
た
弓
必
ず
決
戦
し
て
く
る
と
考
え
、
人
至
や
っ
て
洛
水
の
上
流
を
堰
か
ピ
、
こ
う
命
じ
た
「
杓
八

Ｌ
と
職
と
か
戦
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
水
芝
旗
流
し
弓
竺
丁
未
．
雲
闇
は
奉
騎
二
万
左
ひ
き
い
．
洛
水
を
南
に
涙

川
害
⑦
営
乏
星
Ｌ
Ｔ
陸
し
た
・
世
民
は
精
騎
を
ひ
宍
い
・
黒
闘
の
兵
を
ふ
み
ち
ら
し
た
．
正
午
か
今
夕
万
壬
で

教
合
⑦
死
蔵
の
末
、
雲
鬮
は
逃
げ
た
。
部
下
ば
扣
冷
ず
Ｆ
な
お
戦
う
了
い
ろ
、
￥
②
と
き
落
水
ぼ
放
流
言
、
が
、
孫

六
丈
余
。
昊
圏
部
隊
は
篝
拘
歌
言
万
余
誤
．
溺
死
数
千
人
．
票
魑
ら
二
百
誌
は
奏
薇
に
奔
走
し
、
山
東
は
悉
く

一半定した．

に
奇
兵
達
や
う
て
糧
道
を
錐
た
せ
た
、Ｉ ０
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